
社会の担い手として活躍することを促進する方
策を検討することを目的として、団塊の世代の
意識に関する調査を実施した。

（イ）高齢社会対策総合調査・研究等
高齢社会対策総合調査として高齢社会対策の
施策分野別にテーマを設定して高齢者の意識や
その変化を把握している。平成24年度は、主
として健康・福祉分野に関連して、高齢者の健
康状態、いきがい、食生活、介護、医療に関す
る点など、高齢期において安定した生活を送る
ために重要と思われる諸項目を調査する「高齢
者の健康に関する意識調査」を実施した。
また、高齢者等の安全・安心な生活の実現の
ために、独立行政法人科学技術振興機構が実施
する戦略的創造研究推進事業（社会技術研究開
発）において、研究者と関与者との協働による
社会実験を含んだ、高齢社会の問題解決に資す
る研究開発を推進した。

6　全世代が参画する超高齢社会に対応
した基盤構築のための基本的施策

「全世代が参画する超高齢社会に対応した基
盤構築のための基本的施策」については、高齢
社会対策大綱において、次のような方針を示し
ている。

今後の超高齢社会に対応するために、高
齢者のために対応が限定された社会ではな
く、高齢社会に暮らす子どもから高齢者ま
で、全ての世代の人々が安心して幸せに暮
らせる豊かな社会を構築する。そのため
に、高齢者のみならず、世代間の交流を通
じた若者や子育て世代とのつながりを醸成
するとともに、若年者や女性の能力を積極

的に活用するなど、全ての世代が積極的に
参画する社会を構築するための施策を推進
する。

（1）全員参加型社会の推進
ア　若年者雇用対策の推進
（ア）新卒者・既卒者の就職支援
新卒者・既卒者の就職支援のため、全国に

「新卒応援ハローワーク」（平成25年4月1日現
在、57か所）を設置するとともに、ジョブサ
ポーターを活用し、学生等にきめ細かな支援を
行うとともに、大学等と一体となった就職支援
や中小企業とのマッチングを進めている。
また、卒業後3年以内の既卒者の就職を促進
するため、卒業後少なくとも3年間は新卒とし
て応募できるようにすること等を盛り込んだ、
雇用対策法に基づく「青少年雇用機会確保指
針」の周知を進めている。

（イ）フリーター等の就労支援の推進
全国のハローワークにおいて、フリーター等
に対し、支援対象者一人ひとりの課題に応じ
て、正規雇用化に向け、一貫したきめ細かな支
援を実施している。平成24年度からは、特に
フリーターの多い地域には、支援拠点として
「わかものハローワーク」（平成25年4月1日現
在、3か所）、「わかもの支援コーナー」等（平
成25年4月1日現在、211か所）を設置し、正
規雇用化の支援を強化している。
また、職業経験、技能、知識の不足等により
就職が困難な若年者等（45歳未満）について、
一定期間（原則3か月）試行的に雇用すること
により、業務遂行に当たっての適性や能力など
を見極めるとともに、求職者及び求人者の相互
理解を促進し、その後の正規雇用を図る「若年
者等トライアル雇用事業」（1人4万円、最大3

114



か月）等を実施している。

イ　雇用・就業における女性の能力発揮
労働者が性別により差別されることなく、ま
た、働く女性が母性を尊重されつつ、その能力
を十分に発揮できる雇用環境を整備するため、
「雇用の分野における男女の均等な機会及び待
遇の確保等に関する法律」（昭和47年法律第
113号）に沿った男女均等取扱いが徹底される
よう周知啓発、指導を行うとともに、事業主と
労働者の間に紛争が生じた場合には円滑かつ迅
速な解決が図られるよう援助を行った。
また、実質的な男女労働者間の均等を確保す
るためには、男女労働者間に事実上生じている
格差の解消を目指す企業の自主的かつ積極的な
取組（ポジティブ・アクション）が不可欠であ
る。このため、企業が具体的な取組を行うこと
ができるよう、必要な助言及び情報提供を積極
的に行い、ポジティブ・アクションの一層の促
進を図った。具体的には、企業に対する取組促
進の直接的な働きかけやポジティブ・アクショ
ン情報ポータルサイトを活用した女性の活躍状
況の情報開示の促進、「均等・両立推進企業表
彰」の実施、経営者団体と連携した「女性の活
躍推進協議会」の開催、ポジティブ・アクショ
ン普及促進のためのシンボルマーク「きらら」
の活用促進等を通じて、企業が自主的かつ積極

的に、ポジティブ・アクションに取り組むこと
を促した。さらに、男女労働者間の格差につい
て企業内での実態把握や気づきを促す「男女間
賃金格差解消に向けた労使の取組支援のための
ガイドライン」や「業種別『見える化』支援
ツール」の作成・普及により、ポジティブ・ア
クションの具体的取組を支援するとともに、メ
ンター制度等導入マニュアルの作成・普及によ
り、女性労働者が就業を継続していけるような
環境づくりを支援した。
また、「食料・農業・農村基本計画」等を踏
まえ、農業経営や6次産業化の取組等において
女性の更なる活躍を推進するため、補助事業の
実施に当たって、プランづくりへの女性の参画
の要件化や女性優先枠を設定する等、女性の能
力発揮を促進する施策を実施した。
さらに、女性の活用に積極的な企業を表彰す
ることで、そのような企業のすそ野を広げるた
め、東京証券取引所と共同で、「女性活躍推進」
に優れた上場企業を、「中長期の企業価値向上」
を重視する投資家にとって魅力ある銘柄（「な
でしこ銘柄」）として選定し、平成25年2月に
17社を発表した（図2－3－20）。また、女性
を始めとした、多様な人材の能力を最大限発揮
させることにより、イノベーションの創出、生
産性向上等の成果を上げている企業を表彰する
「ダイバーシティ経営企業100選」を創設し、

図2－3－20 　「なでしこ銘柄」ロゴマーク
図2－3－21 　 「ダイバーシティ経営企業

100選」ロゴマーク
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平成25年3月に43社（大企業21社、中小企業
22社）を表彰した（図2－3－21）。また、育
児等で一度、退職し、再就職を希望する女性等
（新戦力）に対し、職場経験のブランクを埋め
る機会を提供するために、中小企業・小規模事
業者が実施する職場実習（インターンシップ）
を支援する「中小企業新戦力発掘プロジェク
ト」を平成24年度補正予算において実施して
いる。

ウ　非正規雇用労働者対策の推進
非正規雇用の労働者の数は近年増加傾向にあ
り、平成24年において、非正規雇用の労働者
数は1,813万人、雇用者に占める割合は約3分
の1を超える状況である。
非正規雇用の労働者は、正規雇用の労働者と
比べて、雇用が不安定、経済的自立が困難、職
業キャリアの形成が十分でないことや、非正規
雇用に固定化しやすい等の問題があることか
ら、将来安心して生活を送れるような収入を確
保するという点で課題がある。
こうした問題に対応するため、派遣労働者、
有期契約労働者及びパートタイム労働者といっ
た非正規雇用の態様ごとに法改正等を行うな
ど、法制面での必要な施策を講じるとともに、
日本経済の持続的な発展につなげる観点から、
平成24年3月に非正規雇用問題に係るビジョン
をとりまとめ、これを踏まえ、同年12月には
「非正規雇用労働者の能力開発抜本強化に関す
る検討会」報告書をとりまとめた。
この報告書では、正規・非正規という雇用形
態にかかわらず、将来に夢や希望を持ちながら
安心して生活を送れるような収入を確保できる
よう、能力開発機会を提供し、キャリアアップ
を支援すること等を基本的な視点とした上で、
①フリーター等不本意非正規就業者の増加の防

止、②複線的なキャリアアップの道の確保、労
働者の選択に応じた能力機会の確保、③労働者
の能力の労働市場での適切な評価等といった今
後の施策の方向性を提示している。
今後、この報告書の方向性を踏まえ、企業内
でのキャリアアップの取組への総合的な支援や
非正規雇用労働者の特性に配慮した公共職業訓
練の見直しなど、具体的な取組を推進すること
としている。

エ　子育て支援施策の総合的推進
子どもと子育てを応援する社会の実現に向け
て、平成22年度から26年度までの5年間で目
指すべき施策内容と数値目標を盛り込んだ、
「少子化社会対策基本法」（平成15年法律第133
号）に基づく「少子化社会対策大綱」（平成22
年1月閣議決定。以下「子ども・子育てビジョ
ン」という。）に基づき、総合的な子育て支援
を推進している。
社会保障・税一体改革においては、社会保障
に要する費用の主な財源となる消費税の充当先
が、現在の高齢者向けの3経費（基礎年金、老
人医療、介護）から、少子化対策を含む社会保
障4経費（年金、医療、介護、少子化対策）に
拡大されることとなった。
この子育て分野の受け皿となる、新たな次世
代育成支援のための包括的・一元的な制度の構
築については、「子ども・子育てビジョン」に
おいても検討することとされ、政府は、子ど
も・子育て関連3法案を第180回国会に提出し
た。その後、国会の審議過程で認定こども園制
度の改善等の修正等がなされ、平成24年8月
10日、子ども・子育て関連3法（「子ども・子
育て支援法」（平成24年法律第65号）、「就学前
の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供
の推進に関する法律の一部を改正する法律」（平
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成24年法律第66号）、「子ども・子育て支援法
及び就学前の子どもに関する教育、保育等の総
合的な提供の推進に関する法律の一部を改正す
る法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する
法律」（平成24年法律第67号））が成立し、同
月22日に公布された。
子ども・子育て関連3法に基づく新たな子ど
も・子育て支援制度では、「保護者が子育てに
ついての第一義的責任を有する」という基本的
な認識の下に、幼児期の学校教育・保育、地域
の子ども・子育て支援を総合的に推進すること
としている。具体的には、（ア）認定こども園、
幼稚園、保育所を通じた共通の給付（「施設型
給付」）及び小規模保育等への給付（「地域型保
育給付」）の創設、（イ）認定こども園制度の改
善、（ウ）地域の実情に応じた子ども・子育て
支援の充実を図ることとしている。実施主体は
基礎自治体である市町村であり、地域の実情等
に応じて幼児期の学校教育・保育、地域の子ど
も・子育て支援に必要な給付・事業を計画的に
実施していくこととしている。
また、平成17年4月に本格施行した「次世代
育成支援対策推進法」（平成15年法律第120号。
以下「次世代法」という。）に基づき、地方公
共団体においては、地域における子育て支援や
母性、乳幼児の健康の確保・増進、教育環境の

整備等を内容とする地域行動計画、企業等にお
いては、従業員の仕事と子育ての両立を図るた
めの雇用環境の整備や、子育てをしていない従
業員をも含めた多様な労働条件の整備等を内容
とする一般事業主行動計画が策定され、これに
基づく取組が進められている。
地域行動計画は、5年を1期としてすべての
地方公共団体に策定が義務付けられており、都
道府県及び市町村においては、平成21年度中
に策定した後期行動計画に基づき、取組が進め
られた。一方、一般事業主行動計画について
は、平成20年12月に次世代法が改正されたこ
とにより、平成23年4月1日から届出等が義務
となる企業は常時雇用する従業員数301人以上
企業から101人以上企業へ拡大された。24年12
月末現在で、都道府県労働局への届出が義務付
けられている従業員101人以上の企業の97.2％
が届出済みとなっており、策定・届出が努力義
務となっている100人以下の企業においては
23,952社が既に届出済みとなっている。さらに、
次世代法に基づき企業が行動計画に定めた目標
を達成したことなどの一定の基準を満たした場
合は、申請を行うことで厚生労働大臣から認定
される仕組みが平成19年4月から開始され、平
成24年12月末現在で1,405社が認定を受けてい
る。
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